
 

■麻生商店街振興組合について 

「麻生商店街振興組合」は地下鉄延伸を契機

として、昭和 49年５月に設立。 

ＪＲ新琴似駅や札幌市営地下鉄麻生駅、石狩

方面等に向かうバスの発着所が集積し、多くの

通学通勤客が利用するエリアにあり、現在の会

員数は飲食店を中心に 86となっている。 

「社会貢献事業」、「地域活性化事業」、「情報

発信事業」、「環境整備事業」、「街区活性化事業」

の５つを軸に、「防災備品倉庫」や「防犯カメ

ラ」の設置、駐車場の運営、地元大学や NPO法

人と連携して子どもたちに学習支援や食事を

提供する「麻生キッチンりあん」の運営などの

事業を実施している。 

なかでも、地下鉄駅に隣接する駐車場は、組

合の大きな収入源となっている。 

 

■イオン札幌麻生店について 

昭和 52 年６月に、旧ダイエーの道内４号店

として「ダイエー麻生店」が開業。 

平成 27 年に営業権がイオン北海道に承継さ

れ、名称が現在の「イオン札幌麻生店」となっ

た。 

敷地面積 14,514㎡、店舗面積 12,949㎡の大

型商業施設で、地下鉄駅に直結、隣接する駐車

場の一階がバスターミナルとなっているなど、

交通の利便性が高く、約 42 の店舗が入店して

いる。 

 また、札幌市と「さっぽろまちづくりパート

ナー協定」を締結しており、福祉分野の連携事

業として店内に「健康チェック＆相談コーナー」

を臨時で設けるなど、地域に寄り添った活動も

実施している。 

なお、「ダイエー麻生店」開業以来、「麻生商

店街振興組合」に加盟しており、各種イベント

開催時に、ポスター掲示などの協力をしている。 

 

 

〔イベントの様子１〕 

 

■「あさぶ夏まつり in イオン」について 

地域貢献や地域活性化への協力が方針であ

るイオン北海道では、「イオン札幌麻生店」と

して何かできないか検討していた。 

平成 28 年、「麻生連合町内会」にアプロー

チしたのがきっかけとなり、同町内会主催の

「あさぶ夏まつり」の第２会場として、「あさ

ぶ夏まつり inイオン」を開催したのが始まり。 

当初、「麻生商店街振興組合」は開催への協

力という形で関わっていたが、平成 29 年から

は「麻生商店街振興組合」も共催に加わり、町

内会主催の「あさぶ夏まつり」とは別日程での

開催となった。 

イベントの開催にあたっては、館内掲示、ホ

ームページによる広告や会場設営、ステージ運

営は「イオン札幌麻生店」が担当、物販テント

設営や備品の貸し出しは「麻生商店街振興組合」

が実施するなど役割を分担している。 

イベントでは、お笑い芸人によるライブやよ

さこいソーラン演舞、カップラーメン積み上げ

大会など、幅広い年齢層が楽しめる多種多様な

プログラムが実施されている。 

また、児童会館の子どもたちによるチアダン

スやダンススタジオによるパフォーマンスな

〈あさぶ夏まつり inイオン〉 

麻生商店街振興組合とイオン札幌麻生店の連携イベント 



どのイベントもあり、子ども達のステージに駆

けつける親御さんをはじめ、ファミリー層の来

場が多くなっている。 

さらに、警察による振込めサギ防止啓発活動

や消防署による消火器体験など、防犯・防災活

動の啓発も実施。 

毎年７月末に開催する夏のイベントとして、

地域に定着しつつある。 

 

 

〔イベントの様子２〕 

 

■あさぶおすそわけマーケットについ

て 

「麻生商店街振興組合」が平成 26 年から実

施している「あさぶおすそわけマーケット」は、

子どもから高齢者までが、食と買い物を通じて

世代間交流する場として機能しており、出店者

による「おすそわけ」（出店者が自作したお菓

子など、気持ちがこもったおまけ）が人気のイ

ベント。 

イベントには、商店街の店舗だけではなく近

隣市町村の農家など約 20 店舗が出店し、毎年

２～４回、覚王寺や麻生総合センターで開催。 

平成 29 年には予定していた７月の会場が使

用できなくなったことから、「イオン札幌麻生

店」に相談したところ、「あさぶ夏まつり inイ 

 

 

 

 

 

オン」の会場での開催を提案され、同会場でも

実施。 

 

■連携の効果について 

イベント期間中は通常よりも家族連れが多

く、滞在時間が長くなっていることや、買い物

客だけではなく地域住民にも楽しんでもらえ

るなど、実りある地域貢献活動が出来ている。 

また、「麻生商店街振興組合」と「イオン札

幌麻生店」との関係についても、イベントを通

じて互いの担当者が情報交換や相談できる体

制が構築されたことが大きな収穫である。 

 

■今後について 

商店街加盟店のイベント出店が少ないこと

や、予算の確保が難しいことなど課題もある

が、今後も、「麻生商店街振興組合」と「イオ

ン札幌麻生店」が連携しながら「あさぶ夏ま

つり inイオン」を継続していき、地域住民は

もとより小中学生による学習発表など、より

多くの世代が参加できるようなイベントを目

指している。 

 

 

〔イベントの様子３〕 

取材先  ■麻生商店街振興組合（札幌市北区麻生町６丁目１４－６） 

      ＴＥＬ ０１１-７０７-９９２３ 

■イオン札幌麻生店（札幌市北区北３９条４丁目１－５） 

      ＴＥＬ ０１１-８０４-４６１９ 

 


